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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 Web文書に代表される電子文書は近年急激に増加しており、その中から有用な情報を取得する

ことが重要となってきている。特に文書のサイズが大きくなると、ユーザの情報要求に適合する

箇所を文書中から発見することも困難となっている。 

 本研究では、電子文書の中でもXML文書に焦点を絞り、ユーザの情報要求に対して文書中で最

も適合する一部分、すなわち部分文書の検索手法の高精度化について研究を行った。また、XML

文書を処理するための問合せ言語XQueryの高性能化についても研究を行った。より具体的には、

文書中における適合箇所と文書構造の関係を利用して、より良い検索結果を出力するための文書

スコアリング方式を提案し評価を行った。また、複数の適合箇所が存在する場合には、それらを

再構成してより適合度の高い検索結果を出力するための手法の提案を行った。前者に関しては、

部分文書に含まれる検索キーワード数の割合を考慮し、従来の文書スコアリングと組み合わせる

ことにより、検索精度が向上することが分かった。後者に関しては、隣接する複数の適合部分文

書に関して、検索結果のサイズが大きくなり過ぎないように制限しつつ、同レベルの位置にある

適合部分文書どうしは結合、包含関係にある適合部分文書はそれらを上位の部分文書に併合する

ことにより、既存の手法と比較して40%以上の検索精度の改善ができることを明らかにした。さ

らに、文書サイズと検索結果となり得る部分文書の最大値の関係を実験的に明らかにした。 
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